
 

  

平成28年７月29日

各  位 

会社名 株式会社シーエスロジネット 

代表者名 代表取締役社長  高木 敏明

（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号 ２７１０）

問合せ先 取締役社長室長  乙守 俊秀

  ＴＥＬ （052）354-7797 

 

 

（訂正）「平成27年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

 

 当社は、平成27年５月29日に開示いたしました「平成27年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部を訂正いた

しましたので、お知らせいたします。 

 

記

 

１．訂正内容と理由

 訂正内容と理由につきましては、本日公表の「有価証券報告書等の訂正報告書の提出及び過年度決算短信等の訂正に

関するお知らせ」にて開示しておりますのでご参照ください。

 

２．訂正箇所

 訂正箇所が多数に及ぶため、訂正後の全文を添付し、訂正の箇所には下線を付して表示しております。

 

以上
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  （訂正後） 
  

  

 
平成27年３月期  決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成27年５月29日 
上場会社名 株式会社シーエスロジネット 上場取引所 東 
コード番号 2710 ＵＲＬ  http://www.indis.co.jp 
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名）高木  敏明 
問合せ先責任者 （役職名） 取締役社長室長 （氏名）乙守  俊秀 （ＴＥＬ）052(354)7797 
定時株主総会開催予定日 平成27年６月25日 配当支払開始予定日 平成27年６月26日 
有価証券報告書提出予定日 平成27年６月26日    
決算補足説明資料作成の有無：無   決算説明会開催の有無：無 
 
  （百万円未満切捨て） 
１．平成27年３月期の連結業績（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は、対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
27年３月期 10,735 △22.1 127 － 181 － △337 － 
26年３月期 13,786 △17.5 △52 － 1 － △46 － 

 
（注）包括利益 27年３月期 △350 百万円 （－％）   26年３月期 △50 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
27年３月期 △71 16 － － △10.2 2.7 1.2 
26年３月期 △9 80 － － △1.3 0.0 △0.4 

 
（参考）持分法投資損益 27年３月期 △3 百万円   26年３月期 － 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
27年３月期 6,501 3,295 50.7 695 60 
26年３月期 7,117 3,645 51.2 769 51 

 
（参考）自己資本 27年３月期 3,295 百万円   26年３月期 3,645 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 
27年３月期 412 582 △171 1,270 
26年３月期 25 113 △393 442 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(年間) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
26年３月期 － － 0 00 － － 0 00 0 00 － － － 
27年３月期 － － 0 00 － － 10 00 10 00 47 － － 
28年３月期（予想） － － 0 00 － － 10 00 10 00   －   
 
３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 
  （％表示は対前期増減比率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭 
通期 12,300 14.6 160 25.8 140 △22.8 115 － 24.28 
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４．その他 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 
（２）会計処理の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期 5,257,950 株 26年３月期 5,257,950 株 

②  期末自己株式数 27年３月期 520,601 株 26年３月期 520,346 株 

③  期中平均株式数 27年３月期 4,737,376 株 26年３月期 4,737,604 株 
 
 
※  監査手続の実施状況に関する表示 

 この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続が実施中です。 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明，その他特記事項 

 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前
提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、４ページ「１．経営成績 （４）次期の見
通し」を御覧ください。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

① 当期の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善などにより景気は緩やかに回復しつつある

ものの、消費税率引き上げや円安に伴う食品、日用品の値上げなど、先行き不透明感から個人消費市場は依然と

して厳しい状況で推移しました。

当社グループの事業領域のうち、映像ソフト市場におきましては、興行収入250億円を超すヒットを記録したデ

ィズニーの「アナと雪の女王」が牽引役となり、平成26年度の映画興行収入は前年に比べ6.6％増となり、同タイ

トルのＤＶＤレンタルもあり、映像ソフトレンタル市場はやや持ち直しました。

音楽ソフト市場においては、映画「アナと雪の女王」のサウンド・トラックのヒットにより洋楽は生産高で前

年度を維持したものの、邦楽においてはヒット作の不足等から前年を下回り、音楽配信も月額定額制のサイトは

売上を伸ばしているものの、全体としては厳しい状況で推移しました。

コンシューマーゲーム市場におきましては、昨年２月に発売されたソニー・コンピュータエンタテインメント

の「Ｐｌａｙ Ｓｔａｔｉｏｎ ４」は、海外では人気を博しているものの、国内では販売が伸び悩み、スマー

トフォン、ｉＰｈｏｎｅ向け無料ゲームアプリの人気の影響もあり、ゲーム機器・ソフトともに厳しい状況で推

移しました。

このような環境のもと、平成26年３月31日から４月25日の間に実施されたテクタイト株式会社（東京都墨田

区、代表取締役：松本能和、非上場、以下「テクタイト」という。）による公開買付けにより同年５月２日付で

テクタイトが当社の親会社となったことに伴い、経営体制の見直しを図りました。

平成26年９月１日には当社とテクタイトとDongbu Lightec Co.,Ltd.(Ojeoung-gu,Bucheon-Si,Gyeunggi-do,大

韓民国、代表取締役:Jae Hyung,Lee)の３社の合弁（当社の出資比率：25％）でLED照明関連機器の日本国内にお

ける販売を目的としてC&D Lightec株式会社を設立しました。

その他、売上総利益率の改善に努めるとともに、業務の見直し等により経費の削減を積極的に進めて参りまし

た。

 

② 当期の業績（連結）

以上の結果、当社グループの当連結会計期間の連結業績は、厳しい市場環境の影響を受け、売上高が10,735百

万円と前年同期比で22.1％減少し、これに伴い売上総利益も減少したものの、売上総利益率の改善と経費削減に

努めたことにより、営業利益は127百万円（前年同期は52百万円の営業損失）、経常利益は181百万円（前年同期

は１百万円）となりました。しかし、投資有価証券評価損、減損損失および法人税等調整額の影響により、当期

純損失337百万円（前年同期は46百万円の当期純損失）を計上することとなりました。

 

③ セグメント別の業績（連結）

［卸売事業］ 

ａ．音楽映像ソフト

当部門の売上高は、映像ソフトにおける販売用ＤＶＤは比較的堅調に推移したものの、レンタル用の音楽・

映像ソフトにおいては、ヒット作が少なかったことなどから、前期比22.7％減の7,384百万円となりました。

ｂ．コンシューマーゲーム

当部門の売上高は、「ＰｌａｙＳｔａｔｉｏｎ 4 」のゲーム機本体の販売数量が計画値を大きく下回ったこ

とから、前期比31.9％減の1,313百万円となりました。

ｃ．関連商品

当部門の売上高は、バラエティグッズや輸入菓子等新たな商材の販売を強化したものの、記録メディア等の

既存商品の減少分を補うにはいたらず、前期比7.3％減の477百万円となりました。

ｄ．その他 

当部門の売上高は、前期比32.9％減の622百万円となりました。 

以上により、卸売事業全体の売上高は、前期比24.2％減の9,799百万円となりました。 

［小売事業］

当部門の売上高は、インターネットを利用した通信販売を強化したことと、販売用ＤＶＤの売上高が堅調に

推移したこと等により、前期比10.4％増の936百万円となりました。
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(2）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

当連結会計年度末における総資産は6,501百万円となり、前連結会計年度末に比べ615百万円の減少となりまし

た。また、純資産の残高は3,295百万円となり、350百万円の減少となりました。

イ．資産

流動資産においては、前連結会計年度末に比べ473百万円増加した4,640百万円となりました。主な要因は、

現金及び預金の増加によるものです。

固定資産においては、前連結会計年度末に比べ1,089百万円減少した1,861百万円となりました。主な要因

は、投資有価証券の評価減、敷金及び保証金の一部返還および保険積立金の解約による減少によるものです。

ロ．負債

流動負債においては、前連結会計年度末に比べ109百万円減少した2,873百万円となりました。主な要因は、

役員退職慰労引当金の減少によるものです。

固定負債においては、前連結会計年度末に比べ156百万円減少した332百万円となりました。主な要因は、長

期借入金の返済によるものです。

ハ．純資産

純資産においては、前連結会計年度末に比べ350百万円減少した3,295百万円となりました。主な要因は、当

期純損失を計上したことによるものです。

   ② キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、売上債権の減少、

仕入債務の増加や保険積立金の解約による資金の増加により、前連結会計年度末に比べ828百万円増加した1,270

百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純損失が200百万円となり、また、売上債権の減少

や仕入債務の増加により、前連結会計年度に比べ387百万円増加した412百万円の収入となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による収入や保険積立金の解約による収入等に

より、前連結会計年度に比べ469百万円増加した582百万円の収入となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金については新たな借入はなく、長期借入金の返済等の支

出のみとなり前連結会計年度に比べ221百万円減少した171百万円の支出となりました。

この結果、当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ

828百万円増加した1,270百万円となりました。

（参考）キャッシュ・フロー指標の推移

  平成25年３月期 平成26年3月期 平成27年3月期

自己資本比率（％） 45.6 51.2 50.7 

時価ベースの自己資本比率（％） 10.4 14.0 22.1 

キャッシュ・フロー対有利子負債

比率（年）
△6.6 20.4 0.8

インタレスト・カバレッジ・レシ 

オ（倍）
△13.4 3.4 83.6

※１．各指標は、以下の計算式により算出しております。

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

２．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

３．キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。有利子負債は貸借対照表に計上されて

いる負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象としております。利息の支払については、営業キャッ

シュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。
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(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、安定した配当の継続と、事業拡大及び財務体質の強化など将来に備えた内部留保の充実を勘案し、利益配

分を行って参ります。

なお、当期におきましては、連結業績において平成26年５月２日付でテクタイト株式会社が当社親会社となり、経

営体制の見直しと業務の効率化を推進し、経費を削減したことで営業利益の黒字化を達成したことにより、普通株式

１株につき10円の普通配当することといたしました。

 

(4）次期の見通し

今後につきましては、企業収益や雇用情勢は改善傾向にありますが、海外景気の下振れ懸念も依然としてあるな

か、円安による消費者物価の上昇等、個人消費市場は依然として厳しい状況が続くことが予想されます。当社グルー

プの事業領域のうち、音楽映像ソフトやゲームソフト等のパッケージソフト市場におきましては、スマートフォンの

普及に伴い、引き続き厳しい状況で推移することが予想されます。このような環境のもと、当社グループにおきまし

ては、従来の音楽映像ソフト、ゲームソフト等パッケージソフトの卸売事業部門での業務のさらなる合理化・効率化

を進めることで収益力を強化する一方、以下の事業を積極的に推進して参ります。 

① 新規商材の開発と販売 

パッケージソフト以外の商材として、従来から手がけているＤＶＤプレイヤーやヘッドフォン等の音響映像関

連機器、キャラクターグッズ、バラエティグッズ、輸入菓子等に加え、親会社であるテクタイトが有する経営資

源や電子機器の製造技術、アプリケーションソフトの開発技術等を活用し、新規商材の開発・販売を進めます。 

② ＬＥＤ関連機器販売の本格稼動 

昨年９月に設立したC&D Lightec株式会社のＬＥＤ照明関連機器の日本国内における販売事業を本格稼動いた

します。さらに、厚さ８ミリ、６ミリ、４ミリの透明アクリル板を「3D-V-Cutting（国際特許取得済）」という

特殊技術で加工し、高輝度ＬＥＤでアクリル板の面全体を均一に発光させる「ルミシート」という素材を日本国

内で製品として加工する工場を開設し、従来の蛍光灯等を用いた看板・案内表示板等に比べ薄型で長寿命・省電

力、かつ設置工事がしやすく、デザイン性にも優れ、看板・各種案内表示板・店舗内装等の新たな素材として販

売を開始いたします。 

③ ホテル向け新サービスの開始 

当社子会社の株式会社ムービーチャンネルは、一般消費者だけでなく、ホテル等の事業者向けに衛星放送の配

信サービスを行っておりますが、ホテル向けに新たな情報提供サービスを開始いたします。 

④ 大人向けの新業態の開発 

当社は、昭和56年に貸レコード店を創業いたしましたが、当時のユーザーも40～50代となり、この世代をター

ゲットに、新たな業態を開発いたします。 

あわせて、合理的な経営管理システムを構築し、収益力の向上とともに、内部統制の整備・運用を図り、健全な経

営体質の強化に努めて参ります。 
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２．企業集団の状況

当社企業集団(以下、当社グループ)は、当社(株式会社シーエスロジネット)、連結子会社２社および関連会社１社の

計４社で構成されており、主たる事業は、音楽ソフト（レンタル用ＣＤ）、映像ソフト（ビデオカセット、ＤＶＤ）、

家庭用ゲーム機器及びゲームソフト(以下、コンシューマーゲーム)等の卸売販売を行なう「卸売事業」であります。ま

た、当社の小売事業部門はＣＤ、コンシューマーゲーム等の販売(「小売事業」)を行なっております。

当社グループの事業区分とそれに係る位置付け及び事業の種類別セグメントとの関連は、次の通りであります。

事業区分 主要商品及び事業内容 主要な会社

卸売事業 音楽映像ソフト 音楽ソフト（レンタル用ＣＤ） 当社

映像ソフト（ＤＶＤ） 当社

コンシューマーゲーム（家庭用ゲーム機器、ゲームソフト等） 当社

関連商品（ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ等録音・録画用記録メディア、ＬＥＤ照

明器具・機器、当社開発商品、備品等）(注)１
当社、Ｃ＆ＤＬｉｇｈｔｅｃ㈱

その他（ＴＰＬ、ＯＥＭ等）(注)２

共聴施設事業者向け館内放送サービス用機器及びシステム（注）３

当社、㈱メディアネットワーク

ソリューションズ、

小売事業
音楽映像ソフトのレンタル及び販売、並びにコンシューマーゲームの販

売、映像コンテンツの衛星放送及びインターネットを利用した配信事業
当社、㈱ムービーチャンネル

（注）１．当社開発商品は、主にレンタル店におけるディスプレイ用品、店頭告知用各種ツール（ＰＯＰ、チラシ、各

種表示ラベル等の印刷物）等であります。

２．ＴＰＬはゲームソフトメーカー等の物流受託業務、ＯＥＭは音楽映像ソフトをレンタル店向けに管理用バー

コードを貼付する等の加工業務であります。

３．ホテルその他共聴施設事業者が行う衛星放送を利用した館内放送サービスのデジタル化に必要な機器、シス

テム及び衛星放送向け高画質映像コンテンツ等の販売であります。

 事業系統図

 

 （注）  当社小売事業は、音楽映像ソフトの販売及コンシュマーゲーム等の販売を行っており、主に当社卸売事業を経

由して仕入れております。

 

- 8 -

㈱シーエスロジネット(2710)　(訂正)平成27年3月期　決算短信



３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

当社は、音楽、映像、ゲーム等のコンテンツに加え、人々の生活にゆとりと潤いをもたらす製品・サービスを提供

することで「豊かで潤いのある生活づくりに貢献する」ことを企業理念とし、「お客様と共感し、満足していただけ

る企業を目指すとともに、株主や社会に貢献し、社員とともに成長する企業を目指す」ことを経営理念としておりま

す。また、「常に変化に挑戦（Change & Challenge）し続ける」とともに「お客様に満足し、共感していただける製

品・サービスを提供する」という基本方針に基づき、新たな製品・サービスの開発と事業の拡大に努めて参ります。

あわせて合理的な経営管理システムを構築し、収益力の向上に努めて参ります。

 

(2）目標とする経営指標

当社は、総資本経常利益率５～８％を目標とする経営指標としております。

 

(3）中長期的な会社の経営戦略

① 物流業務の効率化・合理化

ＣＤ、ＤＶＤ、ゲームソフト等のパッケージソフト市場において厳しい環境が続くなか、物流業務をさらに効

率化・合理化し、収益力の強化に努めて参ります。

② 既存顧客に対する新規商材の導入

当社主要販売先であるＣＤ・ＤＶＤのレンタル店の新たな収益源の確保を目的として、レンタルユーザーを

対象に新たな商材やサービスを企画提案し、導入を進めて参ります。

③ 親会社及びグループとの連携による新規市場への参入

親会社であるテクタイト及びグループの有する経営資源を有効活用することで、新規市場への参入と事業領

域の拡大を進めて参ります。

④ ＴＰＬの拡充

当社の物流サービスであるＴＰＬ事業（物流の受託業務で、Third Party Logisticsの頭文字をとったもの）

を拡大するため、機能を強化し、ネット通販等、多品種・小ロットの物流業務の新規受託先の拡大を進めて参

ります。

⑤ ＢｔｏＢビジネスの開発推進

安定した収益を継続的に確保するため、事業者向けに新たな商材やサービスを企画提案し、ＢｔｏＢビジネ

スを開発推進して参ります。

⑥ 事業提携、資本提携の推進

市場の変化に対応するため、資本提携を含めた事業提携を推進して参ります。

 

(4）会社の対処すべき課題

当社の対処すべき課題は、以下のとおりであります。

① 物流業務の見直しによる業務効率の向上と合理化による経費削減

検品作業のシステム化、当社グループ全体の物流業務の統合による合理化、効率化を図って参ります。 

② 管理業務の見直しとシステム化による業務効率の向上による経費削減

販売管理を行う基幹システムと会計システムとの連携システムの構築によりデータの一元管理を図って参り

ます。 

③ 仕入条件、販売条件の見直しによる売上総利益率の向上

売上総利益率の向上のため、仕入先との条件交渉、販売先への卸売価格の見直し等を図って参ります。 

(5）その他、会社の経営上重要な事項

  該当事項はありません。

 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏しい

ため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 608,594 1,406,379 

受取手形及び売掛金 1,430,845 1,110,226 

有価証券 461 21,259 

たな卸資産 1,848,978 1,909,865 

繰延税金資産 192,342 48,000 

その他 92,550 151,672 

貸倒引当金 △6,951 △6,932 

流動資産合計 4,166,821 4,640,471 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 194,529 202,257 

減価償却累計額 △106,785 △111,974 

建物及び構築物（純額） 87,743 90,282 

機械装置及び運搬具 45,658 17,095 

減価償却累計額 △43,289 △15,926 

機械装置及び運搬具（純額） 2,369 1,169 

土地 575,565 575,565 

その他 127,453 120,630 

減価償却累計額 △117,338 △106,140 

その他（純額） 10,115 14,489 

有形固定資産合計 675,793 681,505 

無形固定資産    

その他 122,048 40,877 

無形固定資産合計 122,048 40,877 

投資その他の資産    

投資有価証券 802,106 399,555 

保険積立金 487,829 30,999 

関係会社株式 － 21,492 

敷金及び保証金 820,649 627,649 

繰延税金資産 13,159 25,583 

その他 44,519 45,9073 

貸倒引当金 △15,351 △12,345 

投資その他の資産合計 2,152,913 1,138,842 

固定資産合計 2,950,755 1,861,225 

資産合計 7,117,577 6,501,696 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,222,431 2,489,008 

未払金 49,198 63,115 

未払費用 70,531 52,270 

未払法人税等 78,570 48,090 

賞与引当金 50,219 37,292 

役員退職慰労引当金 315,313 － 

その他 196,652 183,752 

流動負債合計 2,982,917 2,873,529 

固定負債    

社債 84,800 56,000 

長期借入金 253,708 143,080 

役員退職慰労引当金 5,329 － 

受入保証金 145,174 133,774 

固定負債合計 489,012 332,854 

負債合計 3,471,929 3,206,384 

純資産の部    

株主資本    

資本金 598,510 598,510 

資本剰余金 545,000 545,000 

利益剰余金 2,828,657 2,491,530 

自己株式 △142,231 △142,300 

株主資本合計 3,829,937 3,492,741 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 57,537 44,399 

土地再評価差額金 △241,827 △241,827 

その他の包括利益累計額合計 △184,290 △197,428 

純資産合計 3,645,647 3,295,312 

負債純資産合計 7,117,577 6,501,696 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高 13,786,532 10,735,675 

売上原価 12,190,986 9,292,292 

売上総利益 1,595,545 1,443,383 

販売費及び一般管理費    

販売手数料 36,355 31,176 

運賃及び荷造費 164,032 152,245 

広告宣伝費 4,210 1,303 

貸倒引当金繰入額 1,421 △3,024 

役員報酬 109,544 68,238 

給料及び手当 607,113 514,595 

賞与 49,870 31,840 

賞与引当金繰入額 49,082 35,290 

退職給付費用 9,255 31,958 

役員退職慰労引当金繰入額 12,190 △3,397 

福利厚生費 111,229 87,260 

交際費 2,521 3,108 

旅費及び交通費 37,478 25,198 

租税公課 17,098 13,588 

減価償却費 33,464 33,266 

消耗品費 25,630 17,933 

賃借料 128,475 78,462 

その他 249,074 197,166 

販売費及び一般管理費 1,648,049 1,316,212 

営業利益又は営業損失（△） △52,504 127,170 

営業外収益    

受取利息 5,884 3,816 

受取配当金 3,469 2,613 

受取賃貸料 8,666 9,206 

受取手数料 7,095 3,427 

有価証券売却益 28,286 25,183 

為替差益 7,853 16,868 

雑収入 2,357 4,383 

営業外収益合計 63,614 65,497 

営業外費用    

支払利息 7,367 4,983 

支払保証料 2,116 1,354 

雑損失 117 1,466 

持分法による投資損失 － 3,507 

営業外費用合計 9,601 11,311 

経常利益 1,508 181,356 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

特別利益    

保険解約返戻金 39,923 － 

固定資産売却益 － 4,441 

投資有価証券売却益 － 8,424 

投資有価証券償還益 － 8,572 

特別利益合計 39,923 21,437 

特別損失    

投資有価証券評価損 33,468 290,849 

固定資産除却損 1,094 6,605 

減損損失 － 64,739 

特別退職金 － 20,867 

その他 999 20,504 

特別損失合計 35,562 403,565 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△） 
5,870 △200,772 

法人税、住民税及び事業税 70,423 7,426 

法人税等調整額 △17,919 128,928 

法人税等合計 52,504 136,355 

少数株主損益調整前当期純損失（△） △46,634 △337,127 

少数株主損失（△） △184 － 

当期純損失（△） △46,449 △337,127 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純損失（△） △46,634 △337,127 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △4,033 △13,138 

その他の包括利益合計 △4,033 △13,138 

包括利益 △50,667 △350,265 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 △50,483 △350,265 

少数株主に係る包括利益 △184 － 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 598,510 545,000 2,875,107 △142,231 3,876,837 

当期変動額          

当期純損失（△）     △46,449   △46,449 

自己株式の取得          

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 － － △46,449 － △46,449 

当期末残高 598,510 545,000 2,828,657 △142,231 3,829,937 

 

           

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
 

その他有価証券評価
差額金 

土地再評価差額金 
その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 61,570 △241,827 △180,256 184 3,696,314 

当期変動額          

当期純損失（△）         △46,449 

自己株式の取得          

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） △4,033 － △4,033 △184 △4,217 

当期変動額合計 △4,033 － △4,033 △184 △50,667 

当期末残高 57,537 △241,827 △184,290 － 3,645,647 
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当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 598,510 545,000 2,828,657 △142,231 3,829,937 

当期変動額          

当期純損失（△）     △337,127   △337,127 

自己株式の取得       △69 △69 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計     △337,127 △69 △337,196 

当期末残高 598,510 545,000 2,491,530 △142,300 3,429,741 

 

           

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
 

その他有価証券評価
差額金 

土地再評価差額金 その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 57,537 △241,827 △184,290 － 3,645,647 

当期変動額          

当期純損失（△）         △337,127 

自己株式の取得         △69 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△13,138   △13,138   △13,138 

当期変動額合計 △13,138   △13,138   △350,334 

当期末残高 44,399 △241,827 △197,428 － 3,295,312 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 5,870 △200,772 

減価償却費 37,759 34,335 

減損損失 - 64,739 

のれん償却額 43,947 - 

投資有価証券評価損益（△は益） 33,468 290,849 

出資金評価損 999 999 

賃貸借契約解約損 － 7,300 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,190 △320,643 

賞与引当金の増減額（△は減少） △9,257 △12,927 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,421 △3,024 

受取利息及び受取配当金 △9,354 △6,429 

支払利息 7,367 4,983 

持分法による投資損益（△は益） － 3,507 

為替差損益（△は益） △2,796 △5,574 

有価証券売却損益（△は益） △28,286 △33,607 

投資有価証券償還損益（△は益） － △8,572 

固定資産売却損益（△は益） － △4,441 

固定資産除却損 1,094 6,605 

売上債権の増減額（△は増加） 333,971 320,618 

たな卸資産の増減額（△は増加） 59,917 △60,886 

その他の資産の増減額（△は増加） △36,704 △35,825 

破産更生債権等の増減額（△は増加） △13,331 2,270 

仕入債務の増減額（△は減少） △433,777 266,576 

未払消費税等の増減額（△は減少） △27,565 8,957 

その他の負債の増減額（△は減少） △38,123 4,242 

預り保証金の増減額（△は減少） △22,380 △11,400 

差入保証金の増減額（△は増加） 152,977 162,170 

小計 69,410 474,052 

利息及び配当金の受取額 8,410 7,209 

利息の支払額 △7,366 △4,928 

法人税等の支払額 △96,716 △64,122 

法人税等の還付額 51,319 - 

営業活動によるキャッシュ・フロー 25,057 412,211 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △29,601 △8,803 

定期預金の払戻による収入 15,478 8,800 

有形固定資産の取得による支出 △5,354 △24,934 

有形固定資産の売却による収入 － 4,613 

長期前払費用の取得による支出 △8,364 △539 

無形固定資産の取得による支出 － △720 

投資有価証券の取得による支出 △7,462 △4,350 

投資有価証券の売却による収入 73,727 148,081 

関係会社株式の取得による支出 － △148,480 

関係会社株式の売却による収入 － 123,480 

貸付けによる支出 △12,205 △34,700 

貸付金の回収による収入 1,500 35,935 

敷金の回収による収入 3,331 30,554 

敷金の差入による支出 △7,653 △4,253 

保険積立金の解約による収入 110,056 451,298 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △20,307 6,561 

投資活動によるキャッシュ・フロー 113,146 582,542 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 - 

長期借入金の返済による支出 △164,366 △142,824 

社債の償還による支出 △28,800 △28,800 
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自己株式の取得による支出 － △69 

配当金の支払額 △288 △55 

財務活動によるキャッシュ・フロー △393,454 △171,749 

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,796 5,574 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △252,455 828,578 

現金及び現金同等物の期首残高 694,709 442,253 

現金及び現金同等物の期末残高 442,253 1,270,832 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 １．報告セグメントの概要
当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

当社の経営事項及び業務執行に関する最高意思決定機関である取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を
評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。
当社グループは、音楽映像ソフトや家庭用ゲーム機器及びソフト等のエンタテインメント関連商品の販売を

主たる事業としており、レンタル店やゲームショップ等事業者を対象とした事業と直接消費者を対象とした事
業とに区分し、各事業ごとに包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。
従って、当社グループの構成単位は事業の種類別セグメントから構成されており、レンタル店やゲームショ

ップ等事業者を対象とした事業を「卸売事業」、直接消費者を対象とした事業を「小売事業」とし、２つを報
告セグメントとしております。
 
「卸売事業」は、音楽ソフト(レンタル用ＣＤ)、映像ソフト、コンシューマーゲーム等をビデオ・ＣＤレン

タル店やゲームショップ等に販売しております。「小売事業」は、音楽映像ソフト、コンシューマーゲーム等
を消費者に販売またはレンタルしております。
 

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法
  報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」
 における記載と概ね同一であります。
  報告セグメントの利益は営業利益ベースの金額であります。また、セグメント間の内部売上高又は振替高
 は市場実勢価格に基づいております。
 
３．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

  前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

      （単位：千円） 

  卸売事業 小売事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高 12,938,679 847,852 13,786,532 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
3,509 7,691 11,200 

計 12,942,189 855,543 13,797,732 

セグメント利益又は損失(△) 304,060 △68,052 236,007 

セグメント資産 4,582,859 348,109 4,930,969 

その他の項目      

のれんの償却額 43,947 － 43,947 

減価償却費 29,824 3,371 33,195 

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額 
4,049 800 4,849 
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  当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

      （単位：千円） 

  卸売事業 小売事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高 9,796,202 939,473 10,735,675 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
3,761 - 3,761 

計 9,799,963 939,473 10,739,436 

セグメント利益又は損失(△) 381,687 23,399 405,087 

セグメント資産 4,763,688 315,301 5,078,989 

その他の項目      

減価償却費 26,900 1,054 27,955 

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額 
14,067 734 14,802 

 

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）
                                         （単位：千円）

      売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 13,797,732 10,739,436

 セグメント間取引消去 △11,200 △3,761

連結財務諸表の売上高 13,786,532 10,735,675

 
                                         （単位：千円）

      利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 236,007 405,087 

 セグメント間取引消去 1,800 1,224

 全社費用(注) △290,311 △279,140

連結財務諸表の営業利益又は営業
損失(△)

△52,504 127,170 

 (注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
 

                                     （単位：千円）

      資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 4,930,969 5,078,989 

 資本連結消去 △5,955 △6,465

 全社資産(注) 2,192,563 1,429,171 

連結財務諸表の資産合計 7,117,577 6,501,696 

 (注) 全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない余資運用資金、長期性資金、一般管理部門に係る資
産であります。
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                                     （単位：千円）

その他の項目

報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

前連結会計
年度

当連結会計
年度

前連結会計
年度

当連結会計
年度

前連結会計
年度

当連結会計
年度

減価償却費 33,195 27,955 4,563 6,379 37,759 34,335

のれんの償却額 43,947 － － － 43,947 －

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

4,849 14,802 505 11,392 5,354 26,194

 

【関連情報】

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

１.商品ごとの情報

                                    (単位:千円)

  音楽映像ソフト
コンシューマー

ゲーム
関連商品 小売・その他 合計

 外部顧客への売上高 9,564,489 1,929,627 515,644 1,776,769 13,786,532

 

２.地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客以外の売上がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３.主要な顧客ごと情報

                          (単位:千円)

 顧客の名称又は氏名  売上高  関連するセグメント

 株式会社ゲオ 3,263,178  卸売事業

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

１.商品ごとの情報

                                    (単位:千円)

  音楽映像ソフト
コンシューマー

ゲーム
関連商品 小売・その他 合計

 外部顧客への売上高 7,384,580 1,313,935 477,972 1,559,186 10,735,675

 

２.地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客以外の売上がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３.主要な顧客ごと情報

                          (単位:千円)

 顧客の名称又は氏名  売上高  関連するセグメント

 株式会社ゲオ 2,556,657  卸売事業
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

   該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

      (単位：千円) 

  卸売事業 小売事業 合計 

減損損失 62,064 2,674 64,739 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

      (単位:千円) 

  卸売事業 小売事業 全社・消去 合計 

当期償却額 43,947 － － 43,947 

当期末残高 － － － － 

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

 該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

１株当たり純資産額 769円51銭 695円60銭 

1株当たり当期純損失金額(△) △9円80銭 △71円16銭 

 （注）１.潜在株式調整後１株当たり当期純損失金額については、１株当たり当期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

    ２.１株当たり当期損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当期純利益又は当期純損失(△)（千円） △46,449 △337,127 

普通株主に帰属しない金額（千円）     －     －

普通株式に係る当期純損失(△)（千円）     △46,449 △337,127 

期中平均株式数（千株）     4,737 4,737

 

（重要な後発事象）

（株式取得による子会社化についての株式譲渡契約書締結） 

 当社は、平成27年４月28日開催の取締役会において、セントレードＭ．Ｅ．株式会社（以下、「ＣＭＥ」といいま

す。）の会社分割による新設会社の全株式を取得し、子会社化することについて決議し、同日、ＣＭＥと株式譲渡契

約を締結いたしました。平成27年６月１日付で全株式を取得する予定です。 

(1) 目的 

 当社は、音楽映像、ゲーム等のパッケージソフト、及び関連商品の卸売販売を主力に事業を展開しております

が、最近はこれらに加えＤＶＤプレイヤー、携帯型音楽プレイヤー、ヘッドフォンをはじめとする音響映像関連機

器やバラエティグッズ、輸入菓子、日用雑貨等を今後の当社の新たな中核商品として拡充を図るべく事業を展開し

ております。 

 一方、ＣＭＥは、昭和 59 年 11 月に電子部品卸売販売を主力事業とする神田電子工業株式会社（東京都台東

区、代表取締役：八角正平、非上場）の輸出入事業部を分離・独立するかたちで設立され、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ

等の記録メディア製品の卸売販売、ＤＶＤプレイヤー、ブルーレイディスクプレイヤー、ワンセグチューナー、携

帯型音楽プレイヤーやモバイルＷｉＦｉルーター等をＣＭＥオリジナルの「ＡＶＯＸ」というブランドで海外生

産・輸入し、国内においてカメラ量販店、家電量販店、ホームセンター、大手レンタルチェーン等に販売を行って

おります。また、最近ではスポーツ関連の屋外施設や商業施設、商店街等、従来の水銀灯に代わる照明として屋外

型大型ＬＥＤ照明機器の製造販売、施工工事も手がけ、ＬＥＤ照明に力を入れております。 

 こうした背景のもと、当社は、ＣＭＥの主力商品である音響映像関連機器の取り扱いに関する協議の中で、資本

提携によりＣＭＥが持つ音響映像関連機器や通信機器を中心に白物家電を含めた製品開発や海外生産のノウハウと

当社グループの販売網を活用することで、当社グループの商社機能の強化と競争力の強化につながると判断し、子

会社とすることといたしました。 

 

(2) 新設会社の概要（予定） 

(1) 名称 株式会社ＣＳＭＥ 

(2) 本店所在地 東京都台東区台東１丁目２４番９号 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役 松嵜博之 

(4) 事業内容 記録メディア製品、デジタル電子機器製品の製造輸入販売 

(5) 資本金 10,000千円 

(6) 設立年月日 平成27年6月1日 

 

(3) 異動の方法、取得方法、取得する議決権比率 

ＣＭＥから新設会社の全株式を118,127千円にて取得し、取得する議決権比率は100％となる予定です。 

 

（株式取得による子会社化についての基本合意書締結） 

 当社は、平成27年５月14日開催の取締役会において、株式会社ウイルコホールディングス（東証第二部、コード：

7831、以下「ウイルコ」といいます。）の子会社である株式会社エルネット（大阪市西区、代表取締役：北田淳一、
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非上場、以下「エルネット」といいます。）の会社分割による新設会社の株式の90％相当数を取得し、子会社化する

ことについて決議し、同日、ウイルコ並びにエルネットと基本合意書を締結いたしました。 

(1) 目的 

 当社は、音楽映像、ゲーム等のパッケージソフトの卸売事業を主力に事業展開し、卸売事業における物流機能を

活かし、映像ソフトメーカーやゲームソフト・メーカーの物流の受託業務（一般的には３ＰＬといい、当社ではこ

れをＴＰＬ事業と称しております。）を行っており、同事業の拡大を図っております。

 こうした背景のもと、当社が、エルネットの郵便物等発送代行事業を新設分割により承継する新設会社の株式の

90％相当数を取得し、子会社化することで、当社の事業領域の拡大を図ることと、当社の営業網を活用した新規顧

客の開拓、及びＴＰＬ事業との相乗効果が期待できると判断し、子会社とすることといたしました。

 

(2) 新設会社の概要 

 新設会社の名称、代表者、資本金、株式取得代金などの詳細は未定のため、決定次第、速やかにお知らせいたし

ます。 

 

(3) 異動の方法、取得する議決権比率 

 新設分割設立会社の株式をエルネットから取得する方法により、議決権比率90％相当数を取得する予定です。 
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